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た環境下での精密構造と Yb イオン価数を実験的に求めることで、β-YbAlB4 での局
所精密構造と Yb イオン価数の詳細な関係を明らかにすることである。 
 近年の放射光施設の充実により測定精度が向上した低温・高圧力下 X 線回折法及び
多重極限（低温・高圧力・強磁場）下 X 線吸収分光法などを用いて、β-YbAlB4 での
局所精密構造と Yb イオン価数との詳細な研究を行った。低温・高圧力下 X 線回折パ
ターンの解析から Yb イオン・サイトを取り囲む B 原子が作る局所構造が、3.5 と 5.8 
GPa の間で結晶の対称性を変えることなく大きく変化していることを見出した。さ






た。この多重極限下 X 線吸収分光系を用い、単結晶 β-YbAlB4 試料での YbLIII 端近
傍 X 線吸収スペクトルを測定した。得られた低温・高圧力下吸収スペクトルの磁場依
存性から、β-YbAlB4 の磁気的相互作用が ~3 GPa で変化することを見出した。さら







される β-YbAlB4 で、観測されている非従来型量子臨界現象や高圧力下の物性を Yb
イオン価数と局所構造との関係から明らかにすることを目的とし、放射光を用いた多
重極限下 X 線吸収分光法や低温・高圧力下 X 線回折法を主な実験的手法として研究
を行ったものである。 
申請者は、低温・高圧力下 X 線回折法を用いた精密構造解析から、β-YbAlB4 で
Yb イオン・サイトを取り囲む B 原子が作る局所（７回対称性）構造が、圧力 3.5 と 
5.8 GPa の間で結晶対称性を保ったまま大きく変化していることを発見した。さらに、
低温・高圧力下 X 線吸収分光測定結果から Yb イオン価数変化と局所構造変化に伴う
伝導バンドの変化が、β-YbAlB4 の新奇量子臨界現象や圧力誘起転移を考察する上で
重要な役割を担っていることを示した。さらに、多重極限下 X 線吸収分光系を 
SPring-8 磁性材料ビームラインに構築し、単結晶 β-YbAlB4 試料での低温・高圧力











                         
